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　　　　　　滋『駕県零原珪石及び騨出長肩鉱床調奪概報

（1）大原珪石　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　延長部と共に今後調査をする必要がある。

　大原珪石は昭和22年6月から共立窯業株式会社がトロ　　（2）神山長石

メ～し用内張石及び球石として加工に着手したものである。　　神山長石は六正11年11月から採掘されてV・るもので

　こり鉱床は滋賀県甲賀郡大原村の高畑山にある。この　　ある。

附近の地形は急峻である。この附近の地質は古生層と黒　　　この鉱床は滋賀県甲賀郡信楽町神山にあり，信楽駅か

雲母花嵩岩からなる。珪右は古生層の中にあり・角岩が　　ら東南約5kmで現場に蓬する。この附近の地形は花嵩

再結晶したもので，堅硬で亀裂は少く石英の1mm以下の　　岩及び半花嵩岩の分布する地域億比較的急峻であり，第

細V・結晶からなり不純物は少く均質である。従つてド・　　4系の分布する地域は平坦であり，この平地には道路が

ンミル用内張石及び球石として使用することが可能であ　　よく発達し・蓮搬は便利で昂る。この附準の袖質は黒雲

ろ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　母花嵩岩と，これを貫ぐ半花醐岩及ぴ第4系である。

しかし純鞭に於て鞭醐産囎石よ甥つ七いる・．鉱床蝿脈とし慣入し畔花嵩岩9噺礪天雌

，珪石の埋藏量は採石場附近のものについて推定13万8千　　用のために酸化鉄によつて汚染されたをころは鉱床とし

トン，予想16万8千トンあり可採率は90％内外で推定．ての価値がない・

可採量は9万4千ドンで，・製品として加工し鶴る推定量，　　鉱石は珪酸分が多く，多少水酸化鉄の沈澱によつて汚

は3万5モトンであろ。　　　　　　　　　　　　　　　染されたものを混入するが，これは手選によつて除去す

　楡送は山元から約400m木馬によつて林道へ下し，牛　　る。

車又は馬車によつて大原市場駅へ送る。　　　　　　　　　粗鉱と精鉱め比率は平均2；1である。

　山乖から林道迄の間に索道を架誰し，・叉林道の一部大　　　この鉱石は陶確器の秦地に混入して使用されてV・る。

原村上・継拡張すれ雌ラツ牛よる醐が可能砺　鉱石の埋藏量雌定77・400トン砺る・

ろ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　可採率は90妬，推定可採鉱量は69，700トンである。

　本鉱山は，現在は採石場で，珪石の転石を加工してお、　本鉱山の切羽面は極めて広く・需要に応じて月産600

り，次第に露天掘にろっる計画で，この附近から将来は　　トン程度の出鉱は労務者の増加によつて可能である。な

製品として月産250トンは可能である。　　　　　　　　　おこの附近には信楽駅東南方その他に同様の鉱床があり，

　なおこの古生層中（白石谷奥）．及び油日村油甘嶽西北　　これらの鉱床に対しても精査する必要がある5

中腹にもこれと同様な珪石鉱床があり，調査地の東方の・　　　　　　　　　（河合正虎・矢崎清貫・土屋逝造）
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